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オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
主
な
遺
跡
は
、
北
海

道
北
端
部
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
沿
っ
て
広

が
り
、
北
は
稚
内
か
ら
東
は
根
室
ま
で
分
布

し
て
い
ま
す
。
特
に
稚
内
市
周
辺
及
び
離
島

部
か
ら
成
り
立
つ
北
端
部
に
は
、
初
期
か
ら

中
期
に
か
け
て
の
遺
跡
が
数
多
く
見
つ
か
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
学
術
・
行
政
両
面
か
ら

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

稚
内
市
で
は
、
オ
ン
コ
ロ
マ
ナ
イ
2
遺
跡

や
富
磯
貝
塚
、
抜
海
岩
陰
遺
跡
な
ど
が
古
く

か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
方

面
で
は
、
枝
幸
町
の
目
梨
泊
遺
跡
や
ホ
ロ
ベ

ツ
砂
丘
遺
跡
、
ウ
バ
ト
マ
ナ
イ
チ
ャ
シ
跡
な

ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
目
梨
泊
遺

跡
は
、
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
一
大
集

落
遺
跡
で
、
多
数
の
住
居
跡
の
ほ
か
、
蕨
手

刀
を
副
葬
し
た
数
多
く
の
お
墓
も
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
陸
製

帯
金
具
と
い
っ
た
サ
ハ
リ
ン

経
由
で
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し

い
遺
物
も
出
土
し
て
お
り
、

学
術
的
価
値
の
高
さ
か
ら
オ

ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
遺
物
で
は

初
め
て
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
利
尻
島
で
は
、
亦
稚
貝
塚
や
種
富

内
遺
跡
、
利
尻
富
士
町
役
場
遺
跡
な
ど
に
お

い
て
、
地
元
教
育
委
員
会
や
大
学
等
に
よ
っ

て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

利
尻
富
士
町
役
場
遺
跡
で
は
平
成
に
入
っ
て

二
度
の
行
政
発
掘
が
行
わ
れ
、
住
居
跡
や
墓

な
ど
の
遺
構
を
は
じ

め
、
多
量
の
遺
物
を

伴
う
廃
棄
場
な
ど
、

離
島
部
に
お
け
る
オ

ホ
ー
ツ
ク
人
の
良
好

な
生
活
痕
跡
を
示
す

成
果
が
得
ら
れ
て
い

ま
す
。

日本海のオホーツク文化 --- 礼文島 

奥
尻
島
で
出
土
し
た
土
器
片
は

礼
文
島
の
土
で
出
来
て
い
た

　平成13年と14年に北海道埋蔵文化
財センターによって、奥尻島青苗砂丘
遺跡の発掘調査が行われ、オホーツク
文化期の住居跡と思われる遺構が確認
されたほか、十和田式や江の浦式と
いった前期から中期にかけての土器が
数多く出土しました。これまでの例で
は、こうした土器の主たる出土地域は、
日本海側では礼文・利尻であり、はる
か南の奥尻島で出土し、しかも一定期
間の居住を伴っていた可能性が報じら
れたことは大きな驚きでした。
　さらに、これらオホーツク式土器に含まれる砂粒を分析した函館高専中村和之
教授らの研究グループによって驚くべき調査結果がもたらされました。それは、
青苗砂丘遺跡出土土器の１つのグループが、礼文島香深井 5遺跡出土土器と同じ
成分であったということです。奥尻の縄文土器等とは明らかに異なる成分である
ことから、奥尻のオホーツク式土器の一部は、礼文島で作られ運ばれた可能性が
高いと考えられています。

■ 礼文島・奥尻島の土器中砂粒混合比分析図
     Si (ケイ素)・Ca (カルシウム)・K（カリウム）

■青苗出土のオホーツク式土器

目梨泊遺跡の土壌墓

目梨泊遺跡出土の青銅製帯金具

【写真提供：枝幸町教育委員会】

【写真提供：利尻富士町教育委員会】

【写真・図提供：函館工業高等専門学校 中村和之教授】

目梨泊遺跡の住居跡利尻富士町役場遺跡の土壌墓

利尻富士町役場遺跡出土の
初期・前期の土器
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